
令和３年６月 25 日  

テニス部顧問殿  

横浜地区高等学校体育連盟テニス専門部委員長  宮 﨑 聡  

 

令和３度第３７回横浜地区高等学校テニスリーグ要項  

 

１、期   日  ７月 17 日（土）、 18 日（日）、 22 日（木祝）、 23 日、（金祝）、  

24 日（土）、 25 日（日 /予備日）  

※詳細はリーグ内各校で調整するが、できるだけこの日程内で行う。  

２、時   間  リーグ内各校で調整。  

３、会   場  リーグ内各校で調整。  

４、ボ  ー  ル  ダンロップフォート（２ヶ入）を使用する。各試合１缶ずつ未開缶のもの

を使用する。６校リーグの場合、１対戦につき１校３缶、５校との対戦で

１校あたり１５缶用意する。  

５、大会役員  大 会 会 長       小坂  茂夫  

       大会委員長  宮﨑  聡  

レフェリー  髙橋  朋之  

各リーグ担当者  

男 子                女 子  

１ 部  中 垣  嘉 仁 （ サ レ ジ オ ）    １ 部  高 橋  朋 之 （ 金   沢 ）  

２ 部  高 橋  朋 之 （ 金   沢 ）    ２ 部  末 包  義 人 （ 桐   蔭 ）  

３ 部  木 下  直 也 （ 岸   根 ）    ３ 部  宮 﨑  聡  （ 川   和 ）  

４ 部  高 橋  力  （ 横 浜 翠 嵐 ）    ４ 部  林   良 輔 （ 柏   陽 ）  

５ 部  川 口  智 史 （ 城   郷 ）    ５ 部  渡 辺  英 夫 （ 横 浜 立 野 ）  

６ 部  深 田  峻 史 （ 霧 が 丘）    ６ 部  早 乙 女 大 道 （  東   ）  

７ 部  横 井  達 生 （ 氷 取 沢）    ７ 部  水 野  翼  （ 橘 学 苑）  

８ 部  前 田  圭 大 （ 横 浜 桜 陽 ）    ８ 部  熊 谷  友 寿 （ 霧 が 丘）  

９ 部  八 下 田 和 生 （ 市 ヶ 尾）    ９ 部  溝 口  陽 香 （ 横 浜 翠 嵐 ）  

１ ０ 部  利 根 川  翔 （ Ｙ Ｓ Ｆ Ｈ ）   １ ０ 部  森 川  奈 穂 （ 横   浜 ）  

１ １ 部  八 島  光 希 （ 清   陵 ）  

１ ２ 部  稲 垣 弘 太 郎 （ 神 奈 川 工 ）  

 

大 会 委 員      各参加校テニス部顧問  

大 会 顧 問      各参加校校長  

大会事務局  久保裕紀（県立岸根高等学校）  電話： 045-401-7932 

 

６、健康ﾁｪｯｸ 試合当日の届出時、参加校状況報告書 (別紙 )を提出。  

顧問は選手から当日の朝、健康状態チェックシート及び参加確認書を回収。  

 

注  意  事  項  

１  出場チームは、試合開始時間の３０分前に集合し、プレーできる服装になって出席

を届ける。届け出のないチームは自動的に失格とする。  

 

２  選手は呼び出しの聞こえる場所にいること。呼び出しに応じない場合は失格とする。  

 



３試合方法  

（１）６校のリーグ戦（ラウンドロビン）方式とする（７・８校リーグは別に定める）。  

（２）ダブルス２・シングルス３、計５ポイントを争う。  

（３）各試合１セットマッチとする。ただし６－６からはタイブレーク・ゲームで勝敗を

決する。  

ノーアドバンテージ・スコアリング方式を採用する。  

（４）ダブルス１・２、シングルス１・２・３の順で試合に入る。５ポイントすべて行う。  

（５）メンバーが５人の場合にはシングルス２・３、６人の場合にはシングルス３を棄権

させること。４人以下の場合は失格となる。メンバーが７人に満たない場合は、あ

らかじめコートレフェリーにその旨連絡すること。  

（６）試合前にオーダー表を作成し、挨拶を交わすときに対戦校とオーダーを交換する。  

（７）メンバー作成に当たって、ダブルス・シングルスともオーダーは自由に組んでよい。

ただし、ダブルス・シングルスに重複して出場してはいけない。また、オーダー交

換時に会場にいない選手は、試合に出場することはできない。  

 

４  試合に関して  

（１）試合前のウォームアップは、トスによりサーバーとコートを決めた後、サービスを

各サイド２本ずつ計４本のみとする。  

（２）ファーストサービスの際、セカンドサービス用のボールを必ず身体に保持して行う

こと。  

（３）各試合ともセルフジャッジとする。また、各試合後、勝者は直ちに結果をコートレ

フェリーに報告する。  

（４）各試合について、各校１名ずつのベンチコーチを認める。ベンチコーチとして入る

ことができる選手以外は、１対戦に１名とする。アドバイスはベンチコーチだけが、

コートチェンジの際（ただし第１ゲーム後は休憩・アドバイスは不可）に行うこと

ができる。それ以外のアドバイスは認められない。  

（５）不測の事故により、試合を継続できない場合には棄権すること。  

（６）試合会場に入ることができる選手は１チーム９名までとする。  

 

５  雨天の際などの日程変更等について  

（１）試合の有無が不明であっても、事前に中止の連絡がなければ会場校に集合すること。  

（２）日程変更の場合は、リーグ内で支障のない範囲で変更すること。会場がみつからな

い場合は、リーグ担当者に連絡する。  

 

６  警告・失格について  

（１）不必要な遅延行為をしたり、試合中に認められていないアドバイスを受けた場合、

その他コートレフェリーが必要と認めた場合には警告する。再度警告を無視した場

合には失格とする。  

（２）特定の選手を応援する目的で大声を発するなど、相手選手や審判の心理を乱す者は

コート外へ排除する。その他コートレフェリーの指示に従うこと。  

 

７  選手の服装は、テニスウェアとする（県の服装規定に準ずる）。  

 

８  全試合終了後、リーグ担当者はリーグ勝敗表・試合結果報告書・実施報告書をまと

めて結果送付先まで連絡すること。  

  結果送付先  〒 222-0034 横浜市港北区岸根町３７０  県立岸根高等学校  

テニス部顧問  久保裕紀  宛  

９  貴重品の管理を徹底して、ゴミは各自責任をもって持ち帰ること。会場に捨てては

ならない。  


